
- 1 - 

 

【
講
演
要
旨
】 

文
学
作
品
に
登
場
す
る
古
文
書 

―

天
皇
文
書
を
中
心
に―

 
 

渡 

部 
 

淳 
 

 

 

は
じ
め
に 

歴
史
学
と
密
接
に
関
係
す
る
学
問
に
「
古
文
書
学
」
と
い
う
も
の
が

あ
る
。
そ
れ
は
、
古
文
書
を
体
系
的
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
学
問
で
、

書
式
の
変
遷
を
中
心
に
研
究
す
る
様
式
論
、
材
料
・
字
体
・
文
体
・
花

押
な
ど
を
主
に
研
究
す
る
形
態
論
、
実
際
の
授
受
関
係
に
お
い
て
果

た
し
た
機
能
を
研
究
す
る
機
能
論
な
ど
、
様
々
な
視
点
か
ら
の
研
究

が
進
ん
で
い
る
。 

 

古
文
書
が
語
る
も
の
は
、
文
章
の
内
容
だ
け
で
は
な
い
。
古
文
書
学

の
成
果
は
、
文
書
の
存
在
そ
の
も
の
か
ら
、
政
治
構
造
や
社
会
の
変
容

を
読
み
取
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。 

 

本
講
演
で
は
、
文
学
作
品
に
登
場
す
る
中
世
か
ら
近
世
の
天
皇
に

関
す
る
文
書
名
に
注
目
し
、
古
文
書
学
の
成
果
に
よ
り
な
が
ら
、
そ
の

作
品
に
お
け
る
意
味
合
い
を
紹
介
す
る
。 

 

宣
旨
・
院
宣―

天
皇
と
貴
族―

 

大
衆
、
国
分
寺
へ
参
り
向
ふ
。
先
座
主
大
き
に
驚
か
せ
給
ひ
て
、
凡

そ
勅
勘
の
者
は
、
月
日
の
光
に
だ
に
当
た
ら
ず
と
こ
そ
承
れ
。
い
か

に
い
は
ん
や
、
時
刻
を
回
ら
さ
ず
急
ぎ
追
ひ
下
さ
る
べ
し
と
、
院

宣
・
宣
旨
の
な
り
た
る
に
、
少
し
も
や
す
ら
ふ
べ
か
ら
ず
。
衆
徒
と

う
と
う
帰
り
上
り
給
ふ
べ
し
と
て
、
端
近
く
居
出
で
て
宣
ひ
け
る

は
、
三
台
槐
門
の
家
を
出
で
て
、
四
明
幽
渓
の
窓
に
入
つ
し
よ
り
以

来
、
広
く
圓
宗
の
教
法
を
学
し
て
、
顕
密
両
宗
を
学
び
き
。 

（『
平
家
物
語
』
よ
り
「
座
主
流
の
事
」
部
分
） 

  

『
平
家
物
語
』
が
描
く
、
天
皇
・
公
家
、
寺
社
、
源
平
の
武
士
達
が
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繰
り
広
げ
る
戦
乱
世
界
に
は
、
当
然
な
が
ら
天
皇
の
命
令
に
関
す
る

用
語
が
頻
出
す
る
。 

 

そ
も
そ
も
、
天
皇
の
命
は
「
詔
」
や
「
勅
」
と
い
う
文
書
で
発
せ
ら

れ
た
。
そ
の
文
書
作
成
過
程
を
、
律
令
の
規
定
に
よ
っ
て
見
て
み
よ
う
。 

 

〈
詔
書
の
作
成
過
程
〉
天
皇‐

内
侍‐

中
務
省‐

御
画
日‐

太
政
官

‐

御
画
可‐

太
政
官 

①
天
皇
の
意
が
、
女
官
の
内
侍
を
通
じ
て
、
詔
書
作
成
の
官
司
で
あ 

る
中
務
省
に
伝
え
ら
れ
る
。 

②
中
務
省
で
作
成
さ
れ
た
文
書
を
確
認
し
た
天
皇
は
、
日
付
を
記 

入
し
中
務
省
に
戻
す
。（
「
御
画
日
」
） 

③
正
文
は
中
務
省
で
保
管
し
、
写
に
中
務
卿
な
ど
が
署
名
を
し
て
、 

最
高
行
政
機
関
で
あ
る
太
政
官
へ
送
る
。 

④
太
政
官
は
内
容
を
審
議
し
、
問
題
が
な
け
れ
ば
関
係
者
の
署
名 

を
記
し
て
天
皇
へ
戻
す
。 

⑤
天
皇
が
問
題
な
し
と
判
断
し
た
場
合
、「
可
」
と
記
入
し
て
太
政 

官
へ
送
る
。（
「
御
画
可
」） 

⑥
正
文
は
太
政
官
で
保
管
し
、
写
に
太
政
官
符
を
付
し
て
施
行
す 

る
。 

 
 

天
皇
の
命
が
施
行
さ
れ
る
に
は
、
多
く
の
官
司
と
役
人
が
関
わ
り
、

い
く
つ
も
の
手
続
き
を
経
る
必
要
が
あ
っ
た
。
特
に
、
天
皇
と
太
政
官

と
の
や
り
と
り
は
、
古
代
国
家
に
お
け
る
天
皇
の
位
置
を
象
徴
的
に

表
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
命
令
一
下
、
専
制
的
権
力
行
使
が
で
き
る
中

国
の
皇
帝
に
対
し
、
日
本
の
天
皇
は
、
自
ら
の
意
志
を
表
明
す
る
と
き
、

太
政
官
の
承
認
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
は
、
中
国
の
皇
帝
が
、
軍
事
力
の
行
使
を
も
っ
て
実
力
に
よ
り

権
力
を
樹
立
し
た
の
に
対
し
、
畿
内
豪
族
連
合
の
中
か
ら
、
そ
の
代
表

的
立
場
と
し
て
登
場
し
た
天
皇
は
、
か
つ
て
の
豪
族
連
合
の
末
裔
を

含
む
太
政
官
を
無
視
し
て
、
一
方
的
な
権
力
行
使
が
で
き
な
か
っ
た

か
ら
だ
と
言
わ
れ
る
。
天
皇
権
力
の
脆
弱
さ
の
問
題
が
、
詔
書
作
成
の

過
程
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
天
皇
は
当
然
な
が
ら
、
豪
族
連
合
の
影
響
を
低
下
さ
せ
、

自
ら
の
意
志
を
な
る
べ
く
簡
易
な
方
法
で
実
現
す
る
こ
と
を
模
索
し

始
め
る
。 

 

そ
の
た
め
に
、
弘
仁
元
年 (

八
一
〇)

、「
蔵
人
所
」
を
設
置
、
令
外

の
官
で
あ
る
天
皇
の
書
記
官
「
蔵
人
」
を
中
心
と
し
た
命
令
伝
達
方
法

を
開
始
す
る
。
そ
の
結
果
登
場
し
た
文
書
が
「
宣
旨
」
で
あ
る
。 

詔
書
の
例
に
倣
い
、
宣
旨
の
作
成
過
程
を
見
て
み
よ
う
。 

 

〈
宣
旨
の
作
成
過
程
〉
天
皇‐

内
侍‐

蔵
人‐

太
政
官‐

外
記
局
・
弁

官
・
内
記
局 

①
天
皇
の
意
は
、
内
侍
か
ら
蔵
人
を
通
じ
て
、
直
接
太
政
官
に
伝
達 

さ
れ
る
。 
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②
太
政
官
で
審
議
さ
れ
同
意
が
な
さ
れ
る
と
、
文
書
作
成
部
局
に 

廻
さ
れ
宣
旨
が
発
せ
ら
れ
る
。 

  

詔
書
に
比
し
て
極
め
て
簡
潔
な
手
続
き
で
あ
り
、
太
政
官
の
関
与

は
あ
り
つ
つ
も
、
天
皇
の
命
は
短
時
間
で
発
せ
ら
れ
る
。
し
か
も
、
宣

旨
の
場
合
は
、
太
上
官
符
が
添
え
ら
れ
る
必
要
が
な
い
。 

 

こ
れ
に
よ
っ
て
、
天
皇
の
命
令
が
柔
軟
に
発
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
、
天
皇
の
政
治
活
動
が
容
易
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、『
平
家
物
語
』
に
お
い
て
、
詔
書
な
ど
の
律
令
規
定

の
文
書
に
加
え
て
、
多
く
の
「
宣
旨
」
が
登
場
す
る
の
は
、
天
皇
の
政

治
的
位
置
の
変
化
が
背
景
に
あ
る
の
で
あ
る
。 

 

更
に
、『
平
家
物
語
』
に
は
、
宣
旨
と
並
び
院
宣
も
登
場
す
る
。
周

知
の
如
く
、
応
徳
三(

一
〇
八
六)

年
、
白
河
天
皇
は
堀
河
天
皇
に
譲
位

の
後
、
院
庁
を
開
い
て
引
続
き
政
権
を
担
当
し
た
。
白
河
上
皇
は
堀
河
、

鳥
羽
、
崇
徳
天
皇
の
四
十
三
年
間
院
政
を
敷
い
た
が
、
『
平
家
物
語
』

の
時
代
も
、
鳥
羽
上
皇
が
崇
徳
、
近
衛
、
後
白
河
天
皇
の
二
十
七
年
間
、

後
白
河
上
皇
が
二
条
、
六
条
、
高
倉
、
安
徳
、
後
鳥
羽
天
皇
の
三
十
四

年
間
、
院
政
を
行
な
っ
た
。
天
皇
よ
り
院
の
力
が
優
位
に
あ
っ
た
と
な

れ
ば
、
院
の
命
令
が
頻
発
さ
れ
る
。
そ
の
命
を
発
す
る
文
書
が
「
院
宣
」

で
あ
る
。
院
は
太
政
官
制
か
ら
も
独
立
し
た
政
治
形
態
で
あ
る
か
ら
、

当
然
院
宣
は
全
く
太
政
官
を
通
す
こ
と
な
く
院
司
に
よ
っ
て
発
せ
ら

れ
、
し
か
も
そ
の
影
響
力
は
宣
旨
を
上
回
る
も
の
が
あ
っ
た
。 

 

天
皇
が
発
す
る
宣
旨
と
、
当
時
の
特
異
な
政
治
形
態
で
あ
る
院
が

発
す
る
院
宣
が
両
立
す
る
時
代
が
『
平
家
物
語
』
の
時
代
で
あ
り
、
そ

の
発
給
を
め
ぐ
り
天
皇
家
内
部
並
び
に
公
武
の
駆
け
引
き
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

更
に
注
目
し
た
い
の
は
、
宣
旨
に
先
ん
じ
て
院
宣
が
記
さ
れ
る
と

い
う
語
順
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
治
天
の
君
」
と
称
さ
れ
た
院
の
権
限

が
、
天
皇
の
そ
れ
を
凌
駕
し
て
い
る
現
実
を
反
映
さ
せ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。『
平
家
物
語
』
が
時
に
歴
史
資
料
と
し
て
も
扱
わ
れ
る
所

以
は
、
細
部
に
わ
た
る
歴
史
事
実
の
反
映
に
あ
る
。 

 

綸
旨―

後
醍
醐
の
挑
戦―

 

去
元
弘
の
始
、
義
貞
不
肖
の
身
也
と
い
へ
共
、
忝
も
綸
旨
を
蒙
て
関

東
の
大
敵
を
数
日
の
内
に
亡
し
、
海
西
の
宸
襟
を
三
年
の
間
に
休

め
進
せ
候
し
事
、
恐
は
上
古
の
忠
臣
に
も
類
少
く
、
近
日
義
卒
も
皆

功
を
譲
る
処
に
て
候
き
。
其
尊
氏
が
反
逆
顕
し
よ
り
以
来
、
大
軍
を

靡
し
て
其
師
を
虜
に
し
、
万
死
を
出
て
一
生
に
逢
こ
と
勝
計
る
に

不
遑
。
さ
れ
ば
義
を
重
じ
て
命
を
墜
す
一
族
百
三
十
二
人
、
節
に
臨

で
尸
を
曝
す
郎
従
八
千
余
人
也
。
然
共
今
洛
中
数
箇
度
の
戦
に
、
朝

敵
勢
盛
に
し
て
官
軍
頻
に
利
を
失
候
事
、
全
戦
の
咎
に
非
ず
、
只
帝

徳
の
欠
る
処
に
候
歟
。
仍
御
方
に
参
る
勢
の
少
き
故
に
て
候
は
ず

や
。 
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（『
太
平
記
』
よ
り
「
自
山
門
還
幸
事
」
部
分
） 

  

『
平
家
物
語
』
の
時
代
か
ら
百
数
十
年
、
世
は
再
び
天
皇
を
巻
き
込

ん
だ
乱
世
を
迎
え
る
。
後
醍
醐
天
皇
を
中
心
と
す
る
建
武
の
新
政
の

時
代
を
描
く
の
が
『
太
平
記
』
で
あ
る
。 

 

『
太
平
記
』
に
頻
出
す
る
天
皇
文
書
で
注
目
す
べ
き
は
「
綸
旨
」
で

あ
る
。
そ
も
そ
も
綸
旨
と
は
、「
蒙
綸
旨
云
」
で
始
ま
り
「
綸
言
如
此
」

で
終
わ
る
、
蔵
人
が
天
皇
の
意
志
を
自
分
の
名
義
で
伝
え
る
も
の
で

あ
り
、
飽
く
ま
で
「
私
的
」
な
も
の
で
あ
っ
た
。
天
皇
の
意
志
は
、
大

事
は
詔
・
勅
、
他
は
宣
旨
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た

が
、
詔
・
勅
は
勿
論
、
宣
旨
に
し
て
も
太
政
官
の
関
与
は
必
須
で
あ
る
。 

 

天
皇
親
政
を
開
始
し
た
後
醍
醐
天
皇
は
、
院
政
を
廃
止
し
な
が
ら
、

太
政
官
か
ら
独
立
し
て
発
給
で
き
る
院
宣
の
あ
り
方
を
、
天
皇
に
於

い
て
も
実
現
す
る
こ
と
を
考
え
た
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ま
で
「
私
的
」
な

も
の
と
し
て
臨
時
的
に
発
給
し
て
い
た
綸
旨
に
公
的
性
格
を
付
与
し

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
後
醍
醐
の
意
志
は
、
太
政
官
の
関
与
な
く
、
無

限
定
に
発
露
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
綸
旨
に
よ
る
政
治
が
進
展
す
る

こ
と
に
な
る
。 

 

し
か
し
、『
二
条
河
原
落
書
』
に
「
此
頃
都
ニ
ハ
ヤ
ル
物 

夜
討 

強

盗 

謀
綸
旨
」
と
あ
る
如
く
、
綸
旨
に
よ
る
政
治
混
乱
も
甚
だ
し
く
、

建
武
新
政
の
失
敗
に
よ
り
、
天
皇
権
威
と
と
も
に
綸
旨
の
威
厳
も
低

下
し
て
い
く
の
で
あ
る
。 

 

 

女
房
奉
書―

女
性
の
文
書―

 

立
入
左
京
亮
が
綸
旨
二
通
と
女
房
奉
書
を
た
ず
さ
え
て
信
長
を

た
ず
ね
て
き
た
と
き
、
信
長
は
鷹
狩
に
出
て
い
た
。
朝
廷
か
ら
の
使

者
は
案
内
役
の
磯
貝
新
右
衛
門
久
次
と
使
者
の
立
入
と
た
っ
た
二

人
だ
け
、
表
向
き
の
名
目
は
熱
田
神
宮
参
拝
と
い
う
の
で
あ
る
。 

信
長
へ
綸
旨
と
女
房
奉
書
を
だ
し
て
は
、
と
立
入
左
京
亮
か
ら

話
を
持
ち
か
け
ら
れ
た
万
里
小
路
大
納
言
惟
房
は
、
お
ま
え
大
変

な
こ
と
を
言
う
、
さ
て
も
、
困
っ
た
、
困
っ
た
と
言
っ
た
。 

 
 
 
 
 

（
坂
口
安
吾
『
織
田
信
長
』
よ
り 

昭
和
二
十
三
年
） 

  

天
皇
の
意
志
を
伝
え
る
最
初
の
動
き
が
、
天
皇
側
近
の
女
性
「
内
侍
」

に
よ
る
伝
達
だ
と
い
う
こ
と
は
先
述
し
た
。
こ
れ
が
徐
々
に
文
書
と

し
て
整
備
さ
れ
、
少
な
く
と
も
鎌
倉
時
代
ま
で
に
は
、
仮
名
文
字
に
よ

る
散
ら
し
書
き
と
い
う
消
息
形
式
の
文
書
が
成
立
し
た
。 

 

上
位
者
の
意
志
を
奉
じ
て
（
う
け
た
ま
わ
っ
て
）
発
給
す
る
文
書
は

「
奉
書
」
と
言
わ
れ
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
そ
の
種
類
は
漸
増
す
る
が
、

天
皇
近
侍
の
女
性
が
作
成
す
る
文
書
を
「
女
房
奉
書
」
と
い
う
。 

 

天
皇
の
意
志
を
、
私
的
・
非
公
式
に
伝
え
る
も
の
と
し
て
は
蔵
人
が

発
給
す
る
綸
旨
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
綸
旨
そ
の
も
の
が
徐
々
に
正
式
・
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公
的
性
格
を
強
め
た
た
め
、
天
皇
の
内
意
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
女

房
奉
書
が
重
要
な
役
割
を
持
つ
こ
と
に
な
り
、
時
に
は
女
房
奉
書
の

形
式
を
と
り
な
が
ら
天
皇
宸
筆
で
作
成
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。 

 

急
速
に
勢
力
を
増
す
信
長
に
対
し
、
戦
乱
収
束
を
命
じ
る
正
親
町

天
皇
の
意
志
を
伝
え
る
た
め
に
、
多
く
の
戦
国
大
名
と
交
流
が
あ
っ

た
禁
裏
御
蔵
番
の
立
入
左
京
亮
宗
継
は
、
参
議
・
内
大
臣
の
万
里
小
路

大
納
言
惟
房
に
対
し
て
、
綸
旨
に
加
え
て
女
房
奉
書
の
発
給
を
要
請

し
た
の
で
あ
る
。
安
吾
は
、
綸
旨
に
女
房
奉
書
ま
で
付
加
す
る
と
い
う

異
例
さ
を
説
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
信
長
説
得
が
緊
急
且
つ
難
題
で

あ
る
こ
と
を
表
現
し
た
の
で
あ
る
。 

お
わ
り
に 

以
上
、
三
つ
の
文
学
作
品
に
登
場
す
る
天
皇
文
書
に
つ
い
て
、
古
文

書
学
の
成
果
を
援
用
し
つ
つ
、
そ
の
意
味
合
い
を
紹
介
し
た
。 

 

一
つ
の
文
書
の
背
景
に
は
、
長
い
歴
史
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
長

い
歴
史
」
を
作
品
に
的
確
に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
文
章
の
厚
み
と
い

っ
た
も
の
以
上
の
意
味
を
も
た
せ
る
。
当
時
の
社
会
構
成
や
人
間
関

係
を
正
確
に
描
く
こ
と
は
、
時
代
特
有
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
、
多
言

を
労
せ
ず
し
て
名
場
面
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

名
作
と
言
わ
れ
る
作
品
に
は
、
必
ず
や
慎
重
な
一
言
一
句
の
選
択
が

あ
る
。 

 

付
記 

本
稿
は
第
六
十
八
回
高
知
大
学
国
語
国
文
学
会
研
究
発
表
会
（
令
和
元

年
十
一
月
三
十
日
、
於
高
知
大
学
）
に
お
け
る
講
演
内
容
に
基
づ
く
も
の
で
あ

る
。 

 

（
わ
た
な
べ
・
じ
ゅ
ん 

高
知
県
立
高
知
城
歴
史
博
物
館
館
長
） 


